
                                                                          

 

 

 投資顧問考察 2024 ～ 活用戦略と将来ビジョン ( 6h ) 

全セッション  和村 雅義  エックスネット シニアコンサルタント 

 

プログラム概要 
 

投資顧問の仕組みを活用して運用を行うビジネスは多岐に広がっています。本テーマでは、その役割が果す様々なバ

リエーションについて紹介します。「こんな分野にも投資顧問が活用されているのか！」と、講義を通じて、投資顧問ス

キームが驚くほど大きなポテンシャルを秘めていることを実感し、新たなビジネス展開へのヒントを掴んでいただきま

す。企画部門だけでなく、「投資顧問ビジネスにもっと盛り上がってほしい」と考えている全ての方にお薦めする特別プ

ログラムです。 

 

Session1  投資助言・投資一任の伝統的ビジネス  ( 90分 ) 

まずは伝統的なビジネスのスタディから。投資助言ひとつとってみても、いろいろなビジネス類型があることについては意外

に知られていません。 

1. 投資助言 

～投資顧問のはじまりは助言。これを活用するだけでも様々なビジネスに展開可能。 

・ レポート助言 

・ 個別銘柄助言 

・ モデルポート助言 

・ 投信銘柄助言 

・ 運用会社助言 

2. 投資一任 

～投資顧問の典型的な運用形態。ポピュラーな年金等において広く活用されています。 

・ 投信組入運用 

・ 個別銘柄運用 

・ バランス運用 

・ 特化型運用 

・ オルタナティブ運用 

 

Session２  投資信託ビジネスにおける投資顧問の活用  ( 90分 ) 

投資信託の分野においても、投資顧問とは密接に関係しています。外形的には投資信託でも、実は投資顧問として

運用しているビジネスストラクチャーは多様に存在します。 

1. 国内投資信託における外部委託 

～実は外部委託運用は投資顧問として運用されている。 

2. 国内投資法人 

特別企画 



                                                                          

～日本版会社型投資信託。この運用も投資顧問。 

・ 不動産ファンド 

・ インフラファンド 

・ ベンチャー支援投資法人 

3. 外国投資信託 

～多くは会社型投資信託。これらはさらに多様なビジネスに拡大中。 

・ 会社型投信 

・ 上場投信（ ETF 等 ） 

・ ヘッジファンド 

・ マネージャー・オブ・マネージャーズ 

・ 持ち込み外国投信 

 

Session3  投資事業組合、ＬＰＳ、プライベート・エクイティにおける投資顧問の展開  ( 90分 ) 

投資事業組合、ＬＰＳ、プライベート・エクイティといった分野も投資顧問の世界。これらも投資運用業、助言業として

運用を行っているビジネスです。様々なタイプの器によって投資顧問の仕組みが活用されています。 

1. 国内投資事業組合 

～少し毛色の異なる投資顧問ビジネスの世界をご紹介。 

2. ＬＰＳ（ リミテッド・パートナーシップ ） 

～海外投資事業組合。この仕組みによって、さらに足場が広がっていく。 

3. プライベート・エクイティ 

～ここでも様々な形態が。 

・ ベンチャー・キャピタル 

・ バイアウトファンド 

・ 再生ファンド 

・ ディストレスファンド 

 

Session4  ラップ、ＳＭＡでの投資顧問の展開  ( 90分 ) 

運用主体はアセットマネジメントではなく主に証券会社ですが、証券会社が投資顧問会社を兼営することによって投資

顧問ビジネスを展開。証券の世界においても投資顧問は拡大中です。 

1. ラップ 

～証券会社の投資顧問ビジネスとは？ 

・投資助言投資信託ラップ 

・投資一任投資信託ラップ 

・投資一任個別銘柄ラップ 

 



                                                                          

2. ＳＭＡ 

～富裕層を対象にした展開。 

・ラップとＳＭＡの違い 

・富裕層へのプライベートバンキング 

・投資顧問ビジネスの注目ポイント 


